
















要約 

マススクリーニングで発見された先天性甲状腺機能低下症(クレチン症)とその周辺疾患に

対する全国調査は、厚生省心身障害研究,「クレチン症に関する研究班」において毎年実施

し、昭和 60年 3 月 31 日以前の出生例を対象とした第 6次全国調査成績まで発表されてい

るが、新しく発見された症例の全国的な把握も今後のために必要と考え、引き続き第 7次

および第 8次の全国調査を行なった。クレチン症は258 例報告され、前回までの結果とあ

わせると計 881 例報告された。精検初診日齢は年々早まり、昭和 62 年度の症例では平均

20 日齢となった。クレチン症例の初診時諸成績は前回の調査結果とほぼ一致した。昭和 60

～62 年度出生例では L-T4 の初期投与量が 6μg/kg/日以下の症例が 63.5%、8μg/kg/日以

上の症例が 19.9%だった。過性甲状腺機能低下症の原因としては母体からの胎盤移行物質

による症例が多かった。 


